
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Soclety 　of 　Obstet 二rlcs 　and 　Gynecology

604（S−370） 一
般演題 日産婦誌67巻 2号

P1・28・1　 先天梅毒の 2例
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梅毒感染症 は 2010 年以 降増加傾 向で あり，特 に 20〜30代の 発生率が高い ．妊娠初期における梅毒血 清反応検査が推奨 され て

い るが，妊婦健診を受診せ ず梅毒に対 し未治療 の まま分娩 に至 る 例もある．今回未治療の 梅毒感染妊婦か ら出生 した 先天梅毒

の 2例 を経験 した．1症例 1】21歳 1経妊 0経産，腹痛を主訴 に 前医受診 し，妊娠反応 陽性 の た め当院へ 搬 送となっ た．当院到

着時子宮口全開大で あり，経腟分娩 となっ た。母体採血 で RPR64 倍，　 TPHA 陽性で あ り梅毒感染 と診断 した．児 は Dubow ・

itzで 36週，1526g，　Apgar　score8 ／9．表皮剥離 骨軟骨炎 を認め，　RPR 　64 倍，　TPHA 陽性 の ため先天梅毒と診断した．【症例

2】21歳 1経妊 0経産 妊娠初期に近 医受診 した が，そ の後妊婦健診 は受診せ ず．妊娠 33週 4 日前医受診 し RPR 陽性で あ る

も，精査結果未着の た め 梅毒 に 対 して 未治療で あっ た．妊 娠 34週 5 日腹 痛 を主 訴 に前医 再 診 し，切迫早産，胎児機能不全の

た め 当院搬 送 とな っ た．RPR64 倍，　TPHA5120 倍で あ り梅毒感染と診断 した．胎児超音波検査 で肝腫大，腹水を認め た．緊

急帝王切開術 を施行 し，児は 2196g，　 Apgar 　sc   relf6 ．表皮剥 離 肝 脾腫，骨軟骨炎を認 め，　 RPR128 倍，　 TPHA512   倍の た

め 先天梅毒と診断した，胎盤の 免疫染色 に て 臍帯，絨毛に トレポ ネー
マ の 菌体 を認 めた．【考察】当院で は過去 4 年間で 未受診

妊婦の 分娩が 48例あ り，そ の うち 梅毒 HBV ，　 IICV な どの 感染症 例が 7 例 あ っ た．同期 間 にお け る 全 分 娩 2077 例 に 対 し 感

染症例は 57 例で あ り，未受診 妊 婦 で は 感 染症 例 が多 い ．先 天梅毒 は，妊娠初期 の 治療 に よ り多 くが 予防可 能 で あ る．早 期診

断 治療 が 重要 で あり，性感染症教育や 妊 娠 早期 で の 妊 婦 健 診 受診 の 徹 底 を図 る こ とが必 要 と思わ れ る．
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【目的】本邦で は 2004年 な らび に 2012−2013年 に風疹 の 大流行 が あ り，多数例 の 先天性風疹症候群患 者を 認め た．2004年の

風疹流行 を受けて 発表 さ れた 「風疹流行お よ び先天 性風疹症候群の 発生抑制 に 関す る緊急提言」（風疹緊急提言）で は 妊婦 の風

疹 HI抗体価が 16倍以 下の 場合，妊婦へ 風疹 に 感染 しない よ うに注意 を促す と と もに 同居 家族へ の ワ ク チ ン接種 と，分娩後早

期の 妊産婦へ の ワ クチ ン 接 種 を推 奨 して い る．しか し，どの 程度 の ワ ク チ ンが 必要か を推計した デ
ータは ない ．そ こ で今回わ

れわれは多施設共同研究を行い ，当医療圏に お ける妊婦の風疹抗体保有状況を調査 し，そ の 問題点を検討 した．【方法】2010
年 4月か ら 2013年 3月 の 問に 当医療圏の 産科医療機関で 分娩 した 妊婦 （14，717例）の うち，風疹 HI 抗体価 を 測定 で き た

12，185例 （82．8％）を対象とし，年代別の 抗体価 の 分布 と当医療圏で 必要なワ ク チ ン の 数を推計した．【成績】分娩後早期 の ワ

ク チ ン 接種を推奨する抗 体価 16倍 以 下 の 妊 婦 は 4，23  例 （34．7％）で あ っ た ．年代別 で は 10 歳代 が 58．9％ （129 例中 76 例），
20歳代が 40．5％ （5，084例中 2，061 例），30歳代 が 30，0％ （6，580例 中 1，973例），40歳代が 30．6％ （392例中 120例）で あり，
10歳 代 で有意 に抗体価 16倍以 下 の 妊婦が 多か っ た．【結論】当医療圏で の 分娩数 を年間 5，000 例 と仮定す る と，分娩後早期の

ワ クチ ン 接種を推奨する妊婦は年間 1，736例と推定された．当医療圏の 1世帯あた りの 平均人数は 2．5人 で あ り，風疹緊急提

言 に 従うと さ らに 最大 で 2，604 例 の 同 居家 族 に ワ ク チ ン 接 種 を推 奨 す る こ と と な り，産科医療機関の み で すべ て 対応する こ と

は困難で あり，行政を含 めた対応が必要で ある と考え られ た．
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2013年 の風疹 が全 国的に流 行 した．そ れ に 伴い ，我 々 は 2例 の 先天性風疹症候群 （CRS）を経験 した の で報告す る．【症例 1】
19歳 の 初妊婦 で ，風疹 ワ ク チ ン の 接種歴 あり，妊娠 13週 の 風 疹 HI抗 体価が 1024倍と高値で あ っ た が，発疹な どの 自覚症 状

は な くt 妊娠 17週時の IgM 抗体価 は陰性だ っ た．胎児発育不全で 管理入院 となり，妊娠 37週 1 日に 2073gで 出生した．日

齢 1に体幹に出血斑を認め当院 NICU 入院と なっ た．血 小板低下，頭部 CT にて 脳内石灰化 ， 難聴 ， 動脈管開存症 を 認 め，先

天 性感染が 疑わ れ た．PCR 検査 にて 風疹 ウイル ス 遺伝子 を認 め た ため，　 CRS の 診断と な っ た．【症例 2】37歳の 3回経産婦 で，

第 1子分娩後に風疹 ワ ク チ ン を接種 した が，妊娠 10週 に 前医で測 定 され た風疹 HI 抗体価 は 8 倍 だ っ た．妊 娠 38週 に 2272

g で 出生 した が新 生 児仮死 の た め 当院 NICU に 入院 とな っ た．頭部 CT にて 脳 内石 灰化，難聴，動脈管開存症を認め，先天性

感染が 疑 わ れ PCR 検 査 にて 風疹ウ イ ル ス 遺伝子 を認 め たたため CRS の 診断 とな っ た．分娩後 の 母体風疹 HI抗体価 は 128

倍で あ っ た．【考察】母体 の 不顕 性感染か ら発 生 した と考え られ た CRS の 2 例を報告 した．　CRS は有効的な治療法が な い た め，
風疹の 撲滅する ために は CRS 予防の 唯

一
の 手段 と考 え られ た．こ の 2 症 例 で は，感染の 推定時期は 風 疹 の 流行 時 期 と一致 す

る と考 え られ た が，発症を予 測す る の は 困難 で あっ た．風疹 ワ クチ ン 接種 の 啓蒙 や，風疹の 流行状況 に よ っ て は風疹 IgM

測定を慎 重 に行 う事が 大切で あ る と考えられた．
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